
１月NS研究会
パネル討論

大阪府立大学
大学院工学研究科
知能情報工学分野

戸出英樹



2 パネリストからの提言（10分）

(1)ネットワークシステム研究会未来予測（今年はどうなる？）
（スライド1枚）

(2) ネットワークシステム研究会への提言（何をするべきか？）
（スライド1枚）

(3) 電子情報通信学会通ソへの提言（学会はどうあるべきか？）
（スライド1枚）



(1) ネットワークシステム研究会未来予測
（今年はどうなる？） （スライド1枚＋１）

ホットトピック：

 Beyond 5G

 AI-Assisted

 Network Security & Privacy Awareness

 Massively Distributed Data Storage/Processing/Retrieval

今年

さらに今後

◼ 本丸のNW研究の先鋭化に加え，接着剤として，多様なシステム技術
に貢献

◼ システム・アーキテクトの特性を最大限に活かしたい
◼ ビジネス指向の強化（ベンチャー・スタートアップ）



NS研究の課題

問題が複雑化
◼ （例）Beyond5G 基地局カバレッジエリアが狭くなるため，
多数の基地局をスケーラブルに管理する必要がある．

性能評価手法についても複雑化
◼ 計算機シミュレーションが複雑になる．

◼ 実装も複雑化

複雑な問題をAgileに評価できるような研究支援環
境が重要となる．

• シミュレーションスクールのようなイベントの実施
• 機械学習の導入講座 など
• 評価シミュレータのベースや共通で活かせるデータセットなどを整備

価値のあるモノ・コトを整備



(2) ネットワークシステム研究会への提言
（何をするべきか？） （スライド1枚）

対象のすそ野を広げたい
 Network System ⇒ Networked System 

(Any System Technologies empowered by Networking)

⇒ Network & System

 インフラネットワーク以外のターゲットへの積極参入
◼ EV・エネルギー

◼ Space

◼ バイオ・創薬 ドラッグデリバリー

研究開発に加えて，共創・勉強の場を提供
 トピックベースの技術の深堀で参加者を増やす

◼ ブロックチェーン

◼ DDoS防御

◼ プライバシー問題

◼ ゼロレイテンシーの追求 等々

メンバー増 若手を取り入れたい
 人材育成・教育

◼ チュートリアル講演の増加 （依頼チュートリアル）



(3) 電子情報通信学会通ソへの提言
（学会はどうあるべきか？） （スライド1枚）

多様な素養の研究者が触れ合う機会を増やしたい．

柔軟なクラスタ構成 トピックベースで集まれる研究
会を容易に開催する仕掛けが欲しい（バケット制）
◼ 研究会aが特定のトピックバケットを掲げ，興味のある関
連研究会b,c,…はバケットに加わって研究会を合同開催
（Agile，Easyが重要．今の横断型の仕組みは重い）
 多様なベースを持つプレイヤーが障壁なく参入（対等）

▪ 他ソサイエティA,C,Dや連携他学会とBが融合

▪ 素地の違う専門家が知り合える⇒共創

 オンラインが活かせるのでは

 1研究会当りの規模拡大

 境界・融合分野の開拓

（例）ドローン関連 かご

研究会a
研究会z



3 パネル討論（45分）お題2つ程度

1. 通信分野を嗜好する研究者が少なくなっているが、同時に
B5Gに向けて、通信は非常に重要な分野である。 「今」NS

研究会は何をするべきか？ ネットワークシステム研究会でし
かけるべきイベントはあるか？ オンラインを最大限に活用
するアイデアは？

◼ 体制づくりが重要である．２．の方で提言

◼ オンライン故に，双方向の意見交換がやりやすい．きっちり双方向の質
疑を残せる仕掛けを作るとよい．

（発表者にとって，対面よりも多くのフィードバックを残してあげることはベ
ネフィットが大きい）



3 パネル討論（45分）お題2つ程度

2. ひとこと提言。ネットワークシステム研究会が研究会の枠を超えて、通信ソサエ
ティ全体との連携をするとすると何か？（横断型は一つ良い事例です） もし、ご
自分が通ソ全体に対してNS研から何かを提案できるとすると「今」何を仕掛ける
べきと考えるか？

◼ 先述のトピックベースバケット（投票）的な柔軟な研究会開催システムを作る
 従来の研究会は毎回が幕の内弁当，上記の開催形態は，今回の提案は餃子食べ放題，次

回はお寿司食べ放題．両方必要！後者はオンラインだからこそやりやすい！

◼ マッチング
 最近はマッチングアプリが流行っているが，研究会の枠組みの中で，企業と学生，もしくは

アカデミアと企業をマッチングさせる仕組みを組み込むとよい．そのようなアプリを作れば
オンライン化の意義も高い．

リクルーティング：
▪ 企業の人事担当者（採用権のある研究者）は素晴らしい学生の発表を聞いて，学生にSNS的な仕

組みでアプローチ．学生は属性などを広告しており，興味のある企業の話を聞く．

財政支援インターン（ホットスポットジョブ）：
▪ 企業側はやってほしいタスクを登録，スキルを持った学生が手を挙げて作業
▪ 学生はスキルを伴う仕事で財政的な恩恵を受けられ，研究能力が向上．

共同研究メンバー発掘：
▪ 企業は共同研究したい専門性を持った先生や企業の専門家を発表などの中から見出し，マッチ

ングを経て，共同研究チームを構成



以上
ご清聴ありがとうございました．


